
質量分析計のインテリジェンス機能の向上 



概要
世界的に、分析を簡単にするインテリジェントな自己診断ツール
が求められています。液体クロマトグラフィー /質量分析法の分野
も同様で、困難な作業を自動化して質量分析をより使いやすく
しようとする動きがあります。これにより、機器の稼働時間を増
大させ、ワークフローを効率化し、短時間で迅速に検証結果を
得て、最終的に所有コストの削減をもたらします。 

このポスターコレクションでは、アジレントの LC/MS 機器ポー
トフォリオの次の進化の詳細をご紹介します。新製品の Agilent 
6475 トリプル四重極 LC/MS システムには、ルーチン分析向け
の使いやすさに加えて、非常に高度なインテリジェンス機能が
搭載されています。ここでは、この新しいインテリジェンス機能
がどのようにして分析性能とラボの生産性を向上させ、毎日の
作業に安心感を与えるのかについて実証します。
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概要 メソッドの迅速な開発 信頼性の高い結果 稼働時間の最大化

LC/MS/MS メソッド開発、最適化、および 
QA/QC をカバーするソフトウェアアルゴリズム
著者： Anding Fan, Vicky He, James Pyke, Erik Lopez, Stephanie Aurand, 
Linfeng Wu, Patrick M. Batoon

はじめに
ターゲットトリプル四重極 LC/MS（LC/TQ）のメソッド全体を開発は、
複雑で時間のかかる多段階のワークフローです。特に新規化合物のよ
うな従来の質量分析パラメータが規定されていない場合、メソッド開
発はより困難になります。このような場合、最も効果的な MRM パラ
メータを得るためには、「手動による」最適化と特性解析が必要になり
ます。

新製品 Agilent 6475 トリプル四重極 LC/MS システムと MassHunter 
12 を使用してインテリジェントなワークフローを追加することにより、
特にルーチン分析の QA/QC ラボ環境において、運用効率を確実に最大
化することができます。LC/MS/MS 分析の効率向上の1 つに、メソッド
の最適化の支援と自動化があります。MassHunter 12 には、21CFR 

に適合したメソッド指向のインテリジェントな Optimizer が内蔵されて
います。これにより、全自動または半自動で MRM およびイオン源
パラメータを最適化できます。

モジュール方式の積み上げ型のワークフローアプローチを使用して化学
式の情報を入力することにより、（1）化合物ごとに MRM トランジショ
ンが最適化され、（2）メソッド全体で最適なイオン源パラメータが得ら
れます。このアルゴリズム独自の機能として、LC/TQ のスピードを活
用してメソッドごとに複数の化合物を同時に最適化できる機能があり、
これにより化合物ごとのアプローチと比較して、ルーチン分析を行うま
でのメソッド開発時間が大幅に削減されます。

より自働化が進んだ Optimizer を 
用いた迅速なメソッド開発
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実験方法
LC/MS 7 成分システム適合性標準（塩酸アミトリプチリン、フタル酸
ジエチル、フタル酸ジアミル、フタル酸ジヘキシル、フタル酸ジオクチ
ル、8-ブロモグアノシン水和物、および 4-クロロケイ皮酸）中に存在す
る中性物質の化学式を、メソッド開発インタフェースに入力して、可能
性のある [M+H]+ または [M-H]- プリカーサイオンを自動的に計算しま
した。 

最適化ワークフローを 2 つの主要な段階によって自動で実行しました。
まず、MRM の最適化では、プリカーサイオンを最大化するためのフラ
グメンタ電圧、保持時間の設定（オプション）、プロダクトイオン選択、
および MRM コリジョンエネルギー電圧の設定を行いました。次に、イ
オン源パラメータの最適化として、乾燥ガスヒーター温度、シースガス
ヒーター温度、キャピラリ電圧、ネブライザ圧力、乾燥ガス流量、シー
スガス流量、およびノズル電圧の設定を行いました。

explore.agilent.com/asms

図 1： 完全に最適化された 7 成分標準混合物のクロマトグラム

MassHunter 12 のインテリジェントな Optimizer を使用する
ことにより、包括的なメソッド開発およびパラメータのバリデー
ションが実施できます。
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化合物を単一時間セグメント MRM、
dMRM、または SIM メソッドに付加

化合物およびイオン源の
最適化パラメータを選択

「最適化用の化合物を追加」
ウィンドウを開く

ワークフローを
実行

ガイドされたまたは自動化された
ワークフローを選択

新規作成するか、または既存の「.m」
取り込みメソッドをロード 

最適化された化合物を
化合物データベースに保存

結果を表示

MassHunter 12 で新規または既存のメソッドを開き、「最適化用の化合
物を追加」を選択して、対象となる追加の化合物およびそのターゲット添
加物を追加します 

最適化を実行するため
の詳細な説明が記載さ
れた 2 つの選択肢が提
示されます 

特定の化合物のパラメータ
を選択して、定義した範囲
とステップサイズにより最
適化できます 

結果はパラメータ調整の影響を示すために
探索的な UI および PDF レポートに表示しま
す。イオン源パラメータでは、より重要な成
分を強調するために適用される「重み付け」
を使用できます 

結果と考察

積み上げ型の最適化ワークフロー
新しいインテリジェントな最適化ソフトウェアアルゴリズムにより、メソッド開発における手間のかかる作業に対して包括的で
使いやすいワークフローアプローチを提供します。このアプローチにより中性物質の化学式を入力して、CSV から既存の 
MRM リストをインポートし、既存のメソッドに同定されていない成分を追加するか、または既存の MRM またはイオン源
パラメータを微調整することにより、新しいメソッドを作成できます。

メソッドエディタの「最適化パラメータ」ページで、カスタマイズ可能なユーザー入力範囲とステップサイズにより、最適化
する化合物とイオン源パラメータを選択します。最適化ワークフローの例を下の図に示します。

図 2： 設定から結果を得るまでのメソッド Optimizer のユーザーインタフェースのスクリーンショット。
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結果と考察

ガイドされた最適化ワークフロー
このワークフローにより、最適化を 2 つの主要なステップで実行してい
ます。 

1. MRM 固有のパラメータを最適化して、成分ごとに最適なプロダク
トイオン、フラグメンタ電圧、コリジョンエネルギー電圧、およびリ
テンションタイムの割り当て（カラムによる注入に適用）を見つけ
ます。次にワークフローは、一時停止して各化合物に関連するデー
タの品質を確認します。 

2. 準備が完了したら、イオン源パラメータを「全体的に」最適化し、
トータルイオンカレントクロマトグラムを最大化する（重み付けな
し - TIC ベースの最適化）か、または優先する成分に重み付けを適
用（重み付けあり - EIC ベースの最適化）して、トータルイオンカ
レントクロマトグラムを最大化します。

最適化プロセス全体で段階的にメソッドを更新して、最終メソッドを作
成します。化合物データベースにトランジションを保存して、後で他の
メソッドに適用できます。

結論
新製品の Agilent 6475 トリプル四重極 LC/MS システムと MassHunter 12 によるシステムには、メソッドエディタに組
み込まれているインテリジェントな MRM およびイオン源 Optimizer が搭載されています。最終的な結果は、完全に最適
化されたパラメータ、MRM トランジション、およびリテンションタイムの割り当てを含む dMRM メソッドになります。

インテリジェントな Optimizer を使用することにより、（1）新規メソッドの作成、（2）既存のメソッドへの新しい化合物の
追加、（3）既存のメソッドのパラメータの微調整または検証を実行できます。

最適化した結果は、ワークフローの完了後に確認できます。メソッドに加えられた変更はすべて、21 CFR Part 11 コンプ
ライアンスに従って、監査可能な形式で保存されます。

自動化された最適化ワークフロー
このワークフローでは中断せずに最適化を実行することにより、複数の
メソッドを順に最適化できます。

このワークフローではガイドされた最適化と同様に、最適化するため
に選択したパラメータを用いて、最適な MRM トランジション、コリジョ
ンエネルギー、および電圧を含むメソッドを作成します。さらに、このメ
ソッド専用に作成して微調整されたイオン源パラメータも設定します。
この際、単一のメソッドだけではなく複数のメソッドで実行することも
できます。 

このプロセスではすべての操作が完全に自動化されており、MRM か
らイオン源パラメータの最適化へ即座に移行します。結果を表示して
更新したり、機器の設定を変更したりする機能は用意されていません。 

図 3： 最終的な結果は最適化レポートに出力され、メソッドリビジョンとして格納されて、化合物のリポジトリに保存されます。

ワークフローの最後に、CE  breakdown 曲線、フラグメンタレ
スポンス曲線、およびイオン源パラメータレスポンス曲線が記載
された最適化レポートが生成されます。

最適化された化合物は即座に化合物の MRM リポ
ジトリに追加されるため、将来のメソッドを短時間で
効率的に構築できます。
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トリプル四重極 LC/MS 分析で、より多くの検体数を、 
より短い時間で、かつ一貫性をもって処理するために 
有効な全自動再注入ロジック

著者： Disha Shah, Emma E. Rennie, Lauren Seymour, Madhusudan Sharma, 
James S. Pyke, and Patrick Batoon 

はじめに
多くのトリプル四重極 LC/MS は、大量のバッチサンプルを連続して
ターゲット化合物を定量分析するワークフローで使用されます。例え
ば、医薬品中の汚染物の QA/QC サンプルの連続測定、食品中の農薬
および動物用医薬品の検出、または大きな集団の生体物質の測定な
どがあります。アプリケーションに関係なく、一貫性のある結果、高い
サンプルスループット、およびサンプル再測定の削減が強く求められて
います。 

高い品質のデータ測定およびハイスループットの測定のために、
Agilent 6475 トリプル四重極 LC/MS システムと MassHunter 12を
組み合わせたシステムでは、Intelligent Reflex と呼ばれるインテリ
ジェントなワークリスト再注入ロジック機能が搭載されています。

ここでは、有効で迅速なデータ処理アルゴリズムを利用する手法につ
いて説明します。このアルゴリズムでは、Intelligent Reflex シナリオに
よって、データ依存型の方法でサンプルを評価して、必要であれば再
注入します。 

1. 直前のサンプルのキャリーオーバーの検出

2. キャリブレーション範囲外でのサンプルの検出

3. 高速な成分スクリーニング

サンプルを驚異的なスピードで処理し、
信頼性の高い結果を提供
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実験方法
Agilent 6475 トリプル四重極 LC/MS システム（G6475A）および 
MassHunter 12 ソフトウェアシステムを Infinity II 1290 HPLC シス
テムと組み合わせて、測定しました。

MassHunter 12 には新しい Intelligent Reflex ワークフローが搭載
されており、データ依存型の方法でサンプルまたはブランクを自動的
に追加することができます。イオンを MRM モードで取り込んで、測定
しました。ストレステストと3 つの Intelligent Reflex  ワークフローの
データ依存型ロジックの確認のために、ブランク、サンプル、および標
準溶液が含まれるワークリストを作成しました。

ワークフローごとの定量分析メソッドを作成し、2 次注入が引き起こさ
れるような濃度閾値を設定しています。データ解析メソッドの外れ値セ
クションではサンプルまたはブランクの現在のアバンダンスまたは濃度
測定に基づいて Intelligent Reflex 再注入コマンドをロジック条件とし
て定義しています。 

ワークフローロジックを実証するためのワークリストを作成するため
に、データ測定および データ 解析（Intelligent Reflex パラメータを
含む）を統合したメソッドを作成しました。ロジックコマンドが作動す
ると、ワークリストへ新規の注入がワークリストに付加または挿入さ
れ、次のサンプル測定の条件に適合するまで繰り返されます。

図 1： Intelligent Reflex ワークフローロジック
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結果と考察

Intelligent Reflex ワークフロー
MassHunter 12 の Intelligent Reflex ワークフローでは、実行中の
ワークリスト内のブランクおよびサンプルをデータ依存型の方法で評価
して再注入します。Intelligent Reflex ワークフローには、次の機能が
備えられています。

 – 自動化による大量のバッチサンプル分析のスループット向上

 – 手動操作やサンプル再処理の削減によるラボの生産性向上

 – キャリーオーバーによるバッチ分析の汚染を自動的に検出し、再分
析を減らすことによる貴重なサンプル量の節約

 – 統合されたレポートの自動生成

キャリーオーバーに対応する Intelligent Reflex ワーク
フロー
サンプルのキャリーオーバーまたは汚染はよく発生する問題であり、
不十分な洗浄、洗浄したバイアルの汚染、またはカラム上へのサンプ
ルのオーバーロードによって引き起こされる場合があります。ブランク
中で外れ値の閾値を上回るキャリーオーバーが検出されると、ワーク

フローが起動して最大 n 個のブランクが挿入されます。サンプルの汚
染を防止する追加のオプションとして、ユーザーが定義する最大 n の
上限に達した場合にワークリストを一時停止させることも可能です。

キャリブレーション範囲を上回る場合の Intelligent 
Reflex ワークフロー
分析対象成分を定量する際には、ターゲット化合物の濃度を検量
線の範囲内に収めることが重要になります。分析対象物が定量上限
（ULOQ）を上回った場合、サンプルを希釈するかまたは注入量を削減
して、濃度を定量限度内に収める必要があります。

キャリブレーション範囲を上回る濃度域でサンプル中の成分が検出さ
れると、注入量を削減して再注入を行う測定をワークリストに挿入/付
加するロジックが作動して、推定濃度で再測定が行えます。図 3 に、
分析対象物がデータ解析メソッドで設定されたキャリブレーション範
囲を上回っているとして検出された際のワークリストを示します。サン
プル再注入の前に追加のブランクが自動的に付加され、キャリーオー
バーがない状態を確保します。再注入されたサンプルごとに、削減さ
れた注入量がワークリストに表示されます。

図 3： 元の測定で ULOQ を上回っているために追加される、低い注入量での再注入 

図 2： 測定中の分析でキャリーオーバーが検出された際のブランクの挿入

事前に設定された各ブラン
クの後で、直前のサンプル
のキャリーオーバーが検出
されました。

ロジックで挿入された
追加のブランク注入

削減されたサンプル量による
再注入
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結果と考察

高速スクリーニングに対する Intelligent Reflex ワーク
フロー
高速スクリーニングメソッドは、サンプルスループットを向上させるた
めに広く使用されています。これらのメソッドは、数秒～数分という
オーダーの短時間で推定陽性のサンプルを測定します。スクリーニン
グメソッドで検出されたサンプルは手動で再注入がスケジューリング
され、確認メソッド（長時間）で分析されます。このような推定陽性サ
ンプルの確認と再注入を自動化することは、多くのターゲット化合物、
多くのサンプルをハイスループットで分析できるようにする際に重要に
なります。

このワークフローでは、高速スクリーニングメソッドで推定陽性の化合
物を検出すると、ターゲット確認のための確認分析メソッド測定のための
再注入がワークリストへ挿入または付加されます。同じ LC メソッドを
用いた確認メソッドでは挿入の処理が使用されますが、確認で異なる 
LC メソッドやカラムが使用される際にはワークリストへ付加処理が使
用されます。挿入処理を選択した場合は、サンプルの前後にブランク
が自動的に挿入されます。

結論
Agilent 6475 トリプル四重極 LC/MS と MassHunter 12 によるシス
テムには、Intelligent Reflex と呼ばれるインテリジェントなワークフ
ローが搭載されています。

Intelligent Reflex はインテリジェントな自動化ワークリスト再注入ロ
ジックツールであり、分析のスループットを最大化したり、サンプルが
確実に許容範囲内に収まるようなワークフローを提供します。

3 つの Intelligent Reflex ワークフローは、サンプルを SOP のガイド
ライン内で測定するために、同一のワークリストで同時に動作します。

高速スクリーニングに対する Intelligent Reflex ワークフローでは、
2 つの異なるデータバッチが生成されます。1 番目の層は、高速スク
リーニングメソッドを含む元のワークリストで構成されています。2 番
目の層バッチは、長時間の包括的な別の確認メソッドにより測定され
た再注入のサンプルで構成されています。追加のオプションでは、これ
らのワークフローをそれぞれの独自の分析およびラボの SOP に合わ
せて調整することができます。

 – 1 番目および 2 番目の層バッチ分析から作成された複合レポート
の自動作成 

 – 追加された 2 番目のすべての層サンプルの前、または 2 番目の最
初の層サンプルの前のみへブランクの追加

 – n 個の再注入がワークリストに付加された後に QC を追加

 – 1 番目の層の分析が完了して手動による検証が実施された後に
ワークリストを一時停止

図 4： ワークリストは推定陽性の検出後、自動的に確認メソッドを挿入します。 

推定陽性の確認メソッド

新製品 Agilent 6475 トリプル四重極 LC/MS システム

explore.agilent.com/asms
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概要 メソッドの迅速な開発 信頼性の高い結果 稼働時間の最大化

Agilent 6475 トリプル四重極 LC/MS システムの予防保全機能
（アーリーメンテナンスフィードバック：EMF）診断モニタリングに 
よるリアルタイムの装置状況確認

著者： Michael B. Pastor, Ryan Rademacher, Patrick M. Batoon 

はじめに
トリプル四重極 LC/MS システムは、日々の大量のバッチサンプルの
ターゲット分析で広く採用されています。ルーチン/ターゲット分析の第
一の課題は機器の安定性です。安定性は主要なイオン光学系部品の
汚染により、時間の経過とともに変動することがあります。内部標準
測定を組み込んでアバンダンス比を測定することで、データ解析でシグ
ナル変動の補正をすることが有効な場合もありますが、機器の状態を
示すわけではありません。 

新製品Agilent 6475 トリプル四重極 LC/MS システムには、インテリ
ジェンス機能を搭載するように設計されました。アーリーメンテナンス
フィードバック（EMF）によって、機器の状態やステータスを積極的に
モニターし、機器の状態や寿命に関する問題を軽減することができ
ます。

EMF は、機器のメンテナンスに関連するさまざまな項目を報告します。
例えば、「最後に行ったチューニング」、注入されたサンプルの数、ダイ
バータバルブの切り替え数、最後のロータリーポンプオイルの交換時
期、最後のガスフィルタの交換、検出器の状態に関するリアルタイムの
レポート、ネブライザの詰まり、イオンインジェクタの詰まり、スプレー
の安定状態などです。

ここでは、アーリーメンテナンスフィードバック（EMF）イベントをトリ
ガーさせて、ウシの尿をスパイクした高マトリクスサンプルを 10,000 回
注入するという、機器にとって過酷な状態をシミュレートして EMF が
どのように動作するかを説明します。今回のサンプルマトリックスは、
測定で問題を引き起こす可能性のある分析困難な内因性成分（塩、
代謝物、脂肪、タンパク質など）という観点から厳選して選択しました。 

これは本来の分析メソッドではなく、このポスターの目的としてEMF の
メカニズムにストレスをかけ流ことを意図しています。すなわち、高濃
度のマトリックスの累積に対する機器のレスポンス、チューニングパラ
メータの安定性、およびチューニングの範囲外になった場合に、機器
のチューニングの回復を確認することです。

ダウンタイムが予測される状況での 
稼働時間の最大化 
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概要 メソッドの迅速な開発 信頼性の高い結果 稼働時間の最大化

実験方法
ウシの尿をアセトニトリル/水中で 1:1 に希釈し、90:10 のアセトニトリ
ル/水のイソクラティック流量 + 0.1 % のギ酸によるオーバーラップ注入
モードでデュアルインジェクタ設定を使用した Infinity II 1290 HPLC 
によりシステムに移送しました。 

安定した HPLC の操作に十分な背圧と、HPLC 分析カラムの使用状態
をシミュレートするために、図 1 に示すように、ZORBAX Extend-C18、
80 Å、2.1 mm、1.8 µm、120 MPa の圧力上限、UHPLC ガードカラ
ムを使用しました（821725-107）。

さまざまな成分の MRM シグナルを記録して、イオンが検出されるこ
とを確認しました。この電流は、エレクトロンマルチプライアホーンを
通常の動作時と同じように「エージングする」機能がありました。

アーリーメンテナンスフィードバック（EMF）により、機器の状態をリア
ルタイムでモニタリングしました。システムのファームウェアには EMF 
インテリジェンス機能が組み込まれており、イオンインジェクタの詰ま
り、ネブライザへの沈殿物、検出器の推定寿命など、イオンが通る経
路の重要なポイントをモニタリングしています。さらに、機器は、ネブラ
イザまたはイオンインジェクタで発生するスプレー安定性の低下やイオ
ンビームの詰まりなど、一般的に測定上で問題を引き起こす可能性の
あるメンテナンスイベントを自動的にモニタリングしています。

一連の注入にわたって、ネブライザ、イオンインジェクタ、イオン源チャ
ンバ、スプレーシールドのクリーニングおよび取り外しのメンテナンス
は実施しませんでした。

実験後の調査
一連の注入が完了したのち、イオン源の燃焼、塩の蓄積、広範なマトリッ
クスの堆積、または故障の可能性のあるモードが発生している領域な
どを特定するためにイオン源および脱溶媒アセンブリを確認しました。

チェックチューン手順時に記録されたチューニングイオンのアバンダン
スをプロットして、時間の経過によるマトリックスの影響について評価
しました。

図 1： ZORBAX Extend-C18、80 Å、2.1 mm、1.8 µm、120 MPa の圧力上限、
UHPLC ガードカラムをネブライザに直接付加して、サンプルがクロマトグラフィー
カラムを通過する状態をシミュレートしました。

1290 Infinity II LC と組み合わせた Agilent 6475 トリプル四重極 
LC/MS システム

explore.agilent.com/asms
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概要 メソッドの迅速な開発 信頼性の高い結果 稼働時間の最大化

結果と考察

実験前後の物理的特性
A. 希釈したマトリックス（ウシの尿 1:1 のアセトニトリル/水）が充填
されているサンプルバイアル 

B. 1,000 回の注入ごとのサンプル MRM TIC の重ね表示

C. 10,000 回注入後の MS 注入口イオンインジェクタ性能の維持とと
もに激しく汚染されたスプレーシールドとキャピラリキャップ

D. 脱溶媒アセンブリが取り外されたスキマー IPA を含む綿棒により、
イオンインジェクタ上（スキマーの前面、スキマーの背面、オクタ
ポール）の真空部分のマトリックスによる汚染を強調
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図 2： 実験の物理的特性

A.

C.

B.

D.

マトリックス成分がスプレーチャンバ上に蓄積した際の、
チューニングイオンの許容範囲
ネブライザおよびイオンインジェクタをクリーニングせずに、1,000 回
の注入ごとにチェックチューンを実行しました（図 3）。フロントエンド
が激しく汚染されたにもかかわらず、質量補正（m/z ドリフト）および
質量スペクトルのピーク幅（FWHM）は許容範囲内に収まり、10,000 
回の注入を通して安定していました。m/z < 1000 の質量範囲におけ
る質量キャリブレーションの許容幅は ±0.1 Da 以内に収まる必要が
あると同時に、ピーク幅は ±0.14 Da 以内に収まる必要があります。
一連の注入にわたって、機器は 6,000 回の注入時に「許容範囲外」
イベントを報告しました。これは、次の一連の注入に進む前に、オート
チューンを実行することにより修正されました。

この調査を通してトリガーされた重要なアーリーメンテ
ナンスフィードバックイベントはなし
アーリーメンテナンスフィードバックにより、ルーチン分析の過酷な測
定で発生する最も一般的な問題の原因を継続的にモニタリングしてい
ます。この調査を通して、10,000 回の注入の閾値に設定した「注入
数」を除いて、これらのイベントはまったくトリガーされませんでした。

常にイオンを照射しているにもかかわらず、検出器の状態は安定して
おり、良好な状態を維持していました。ネブライザとイオンインジェ
クタは詰まりのない状態のままで、スプレーは一貫して安定していま
した。

検出器 EMV ポジティブモード ネガティブモード

開始 1212 V 1232 V

End 1198 V 1232 V

1,000 回の注入ごとのチェックチューンの結果
図 4 に示すように、10,000 回注入後のチェックチューンは合格の結果
となっています。ポジティブおよびネガティブの MS1 と MS2 の結果、
およびさまざまなスキャン速度とピーク幅が、1 ページのレポートに
示されています（詳細も参照可能）。
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図 3： 1,000 回の注入ごとに実行したチェックチューンによる許容範囲の結果 

MMSS  CChheecckkttuunnee  RReeppoorrtt  --  GG66447755AA

MS Checktune Report

IInnssttrruummeenntt  IInnffoorrmmaattiioonn
MMooddeell G6475A CChheecckkttuunnee  DDaattee 2022-09-25T16:08:08-07:00
SSeerriiaall  NNuummbbeerr SG2222S001 SSWW//FFWW  VVeerrssiioonn 3.0.1424/8.1.34
IIoonn  SSoouurrccee AJS ESI IIoonniizzaattiioonn  MMooddee ESI
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MMSS11  PPeeaakk  WWiiddtthh  UUnniitt,,  SSccaann  SSppeeeedd  NNoorrmmaall RReessuulltt Passed

MMSS22  PPeeaakk  WWiiddtthh  UUnniitt,,  SSccaann  SSppeeeedd  NNoorrmmaall RReessuulltt Passed

MMSS11  PPeeaakk  WWiiddtthh  NNaarrrrooww,,  SSccaann  SSppeeeedd  NNoorrmmaall RReessuulltt Passed

MMSS22  PPeeaakk  WWiiddtthh  NNaarrrrooww,,  SSccaann  SSppeeeedd  NNoorrmmaall RReessuulltt Passed
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MMSS22  LLaagg  FFaaccttoorr RReessuulltt Passed

GGaaiinn RReessuulltt Passed

Page 1 of 1

図 4： すべてのパラメータが合格であることを示すチェックチューンのレポート結果（左）、および機器での注入が 10,000 回を超えていることを
通知するアーリーメンテナンスフィードバック（右） 
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概要 メソッドの迅速な開発 信頼性の高い結果 稼働時間の最大化

結論
 – 10,000 回の注入にわたる機器の堅牢性を、マトリックス濃度の高い
（ウシの尿）サンプルを使用して実証しました。 

 – チェックチューンの結果を記録して、機器の安定性を検証しました。
チューニングイオンの質量補正とピーク幅を 1,000 回の注入ごと
に記録しましたが、許容範囲の基準内に収まっており優れた性能
を示しました。

 – ネブライザスプレー、イオンインジェクタキャピラリ、およびスプレー
は安定しており、有害事象は起こりませんでした。 

 – 今回のMRM 取り込みによるイオンの一定の衝撃では、検出器を
大幅に劣化させることはありませんでした。
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トリプル四重極 LC/MS の幅広い製品ポートフォリオ
アジレントのトリプル四重極 LC/MS ファミリーは、広範囲にわたるアプリケーションでパワフルな分析機能を提供します。 
これらのソリューションにより、非常に多様な分析の課題を解決する能力と性能を得られます。  

Agilent 6495 LC/TQ

きわめて困難な課題を解決できる、
信頼性の高い超高感度 LC/MS です

詳しくはこちら

Agilent 6475 LC/TQ

優れたインテリジェンス機能を搭載し、
信頼できる堅牢性を実現しています

詳しくはこちら

Agilent Ultivo LC/TQ

コンパクトで積み重ね可能な LC/TQ 
は、強力な性能はそのままに、ラボのス
ペースを節約できます

詳しくはこちら

ホームページ
www.agilent.com/chem/jp

カストマコンタクトセンタ
0120-477-111 
email_japan@agilent.com

本製品は一般的な実験用途での使用を想定しており、
医薬品医療機器等法に基づく登録を行っておりません。
本文書に記載の情報、説明、製品仕様等は予告なしに
変更されることがあります。

DE81574943

アジレント・テクノロジー株式会社 
© Agilent Technologies, Inc. 2022
Printed in Japan, October 24, 2022
5994-5410JAJP

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006624
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1007076
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1006623

